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愛らしく美しい､みぱとけの時代

木剣

・開館時間＝午前9時30分-一午後6時※毎迦金曜日と8月5日(水)～15日(土μま午後7時まで豪入館は蘭鯨の3G分前まで

　　　　　　　　　　・主催一奈良国立博物館､一司新聞社､ＮＨＫ奈良放送局､ＮＨＫプラネット近畿
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　　　　・協賛＝関西大学､きんでん､海水建訟､大和ハウス工業､ダイワボウ情報システム､天理時報壮､非破塀検査
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若
汝

し

く

、
愛
ら
し
い

飛
鳥
で
も
天
平
で
も
な
い
白
鼠
の
魅
力
が
一
堂
に
。

白
鼠
と
は
七
匿
紀
半
ば
か
ら
都
が
平
城
京
に
。
劃
゜
だ
七
一
〇
年
ま
で
の
時
期
を

さ
す
起
業
と
し
て
、
美
術
史
学
や
考
古
学
を
中
心
に
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

白
鳳
斯
に
は
乙
巳
の
・
変
（
大
化
の
改
新
）
を
経
て
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新
し
い
国
造
り
が
行
わ
れ
、
後
期
に
は
わ
が
国
最
初
の

本
格
的
都
城
で
あ
・
る
藤
原
京
が
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

朝
鮮
半
島
の
国
λ
と
の
交
流
は
盛
ん
に
行
わ
れ
、

大
陸
の
文
化
が
絶
え
ず
も
た
ら
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

藤
原
京
及
び
そ
の
周
辺
に
は
大
官
大
寺
や
薬
師
寺
、

山
田
寺
な
ど
壮
麗
な
伽
藍
が
建
立
さ
れ
、

寺
院
の
造
立
は
全
国
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
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今
日
、
白
黒
期
に
作
ら
れ
た
金
銅
仏
や
木
彫
仏
S
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あ
る
い
は
塑
像
、
埓
仏
、
そ
し
て
堂
内
を
美
し
く
雌
っ
て
い
た
壁
画
な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
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あ
る
い
は
塹
像
、
埓
仏
、
そ
し
て
空
内
を
笑
し
く
雌
っ
て
い
た
壁
画
な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
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と
り
わ
け
．
別
鳳
の
仏
像
は
若
λ
し
く
、
時
に
は
童
子
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
愛
ら
し
い
姿
を
見
せ
る
も
の
も
あ
り
、
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珊
烏
時
代
や
奈
良
時
代
の
仏
像
と
も
違
う
魅
力
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
田
寺
や
川
原
寺
の
軒
丸
瓦
に
見
る
よ
う
に
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自
置
の
瓦
の
文
様
は
き
わ
め
て
完
成
度
が
高
く
、

こ
の
時
代
に
優
れ
た
造
形
性
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
，
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■
第
三
章
金
銅
仏
の
諸
相
Ｉ

■
第
四
章
薬
師
寺
の
創
建

■
第
五
章
金
銅
仏
の
諸
相
Ⅱ

業
師
寺
は
天
武
天
芸
が
皇
后
一
後
の
持
続
天
皇
）
の
病
気
平
堵

を
祈
っ
て
六
八
〇
年
に
発
願
し
、
持
靫
天
皇
が
造
営
を
引
き

」
第
六
斎
法
隆
寺
の
白
鼠

■
第
七
章
法
隆
寺
金
堂
壁
画
と
大
型
多
尊
珊
仏

９
日
間
の
み
の
特
別
展
示

お
見
遇
し
な
く
！

禰
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■
第
一
章
白
鳳
の
幕
開
け

■
第
二
章
山
丿
哨
の
創
建

ａ
に
μ
祠
ｕ
口
に
い
岫
回
Ｕ

ｎ
Ｈ
Ｈ
ｎ
Ｍ
臨
厨
誤
狗
口
賢

ぱ
混
同
Ｕ
同
は
岫
‐
Ｈ
Ｈ
ｈ

を
代
表
す
る
仏
像
で
す
。

Ⅳ■
第
八
章
白
凰
の
工
芸

■
第
九
章
押
出
仏
・
塑
像
と
躊
仏

自
薦
鵡
は
金
銅
仏
や
木
彫
仏
以
外
に
も
、
様
々
な
素
材
と

技
法
で
た
く
さ
ん
の
仏
像
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
銅
板
に
仏

像
を
打
ち
出
し
た
押
ｉ
仏
、
粘
土
で
作
Ｑ
た
ｌ
像
、
粘
土

雄
を
型
琲
き
し
て
焼
き
上
げ
た
タ
ｆ
ル
の
よ
う
な
珊
仏

な
ど
で
す
Ｉ
‥
ま
む
呪
仏
教
の
開
祖
眠
迦
へ
の
信
仰
も
勣
く
『

白
鳳
寺
院
の
塔
心
礎
に
は
豪
華
な
舎
利
容
器
が
収
め
ら

れ
て
い
ま
す
Ｊ
』
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
工
芸
品
や
考
古
遺
品

か
ら
自
鳳
の
技
術
に
迫
り
ま
す
。

■
第
十
章
藤
原
京
の
造
営

■
エ
ピ
ロ
ー
グ
古
墳
の
終
焉

白
ａ
期
は
激
動
の
時
代
で
し
た
ふ
訟
一
一
の
乱
に
お
け
る

む
刀
駅
冊
｛
後
の
天
賦
天
旦
｝
の
Ｉ
利
、
伝
続
的
粂
族
た

ち
の
没
落
、
巨
大
な
古
墳
の
消
滅
、
新
た
な
世
の
中
の
た

め
の
法
律
制
定
、
戸
籍
．
つ
く
り
、
さ
ら
に
初
の
本
格
的
な

都
城
、
藤
原
京
の
完
成
な
ど
、
目
ま
ぐ
る
し
く
社
会
が
変
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嘸
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原
宕
の
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南
西
に
位
置
し
ま
し
た
が
、
七
一
〇
年
に
都
が
平
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京
に

遷
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同
じ
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雷
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し
た
ぷ
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寺
院
な
ら
で
は
の
英
一
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
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は
寺
院
の
建
立
が
飛
躍
的
に
瑠
え
た
時
代
で
す
。
今
日
数
多
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わ
る
白
』
の
金
銅
仏
は
そ
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。
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国
際
色
豊
か
な
白
鳳
期
の
名
品
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汰
隆
き

古
遺
品
か
ら
、
仏
教
美
術
を
生
み
出
し
た
白
鳳
の
土
埃
を

想
像
し
で
み
１
し
ょ
Ｉ
っ
。

白
鼠
文
化
の

幕
開
け

白
鼠
の

工
芸
と
技
術
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【関連イベント】

■白鼠フォーラム

日時:?月25日(土)午後1時30分置浪{午後1時開場}

会場:東大寺総合文化センター　合議ホール

プログラム 里基調講演｢白鳳仏にみる生命の輝き｣金子啓.明氏(発振寺国宝館館長)

‐パネルデ､fスカッション｢白黒文化の時代背景～激助の時代と仏教～｣

　＜パネリスト＞里申満智子さん(マンガ家)､上野誠氏(奈良大学鞍部、

　　　　　　　　　　内藤栄(奈良国立博物館緊張部長)

　〈コーデ･fネーター＞中村宏(ＮＨＫアナウンサー)

む定員:300名　ｎ料金:1､000同

ａフ:|一一ラムのチケット|よ､6J11日(剛力･らローソンチ々ット(倣0570-084･00＆Lコード57594)と幽鴬

観覧Ｓ甕壇で眼定300枚を販売します｡金庶自由庶です｡フォーラムのチケ･gトを串晨会期一に当館観覧翁

亮堤で睡示すると．ｉＳ一別全一各300円引割こ＆ります｡(他の割引併用不可)

主催:塵良国立博物館､読売新蜀杜､ＮＨＫプラネ･ｸﾄ近畿

■公開講座

　｢天武･持続天皇の理想の都一藤原宮と新益京－｣1

8月８日(土)木下正史氏(東京学芸大学名誉教授)

　｢東アジアのなかの白黒仏｣1

8月22日(土)藤岡穣氏(大阪大学大学院教授)

　｢白鳳寺院を飾った工芸｣1

9Jsl5日･(土)内－栄(奈良国立博物館学芸部長)

　｢白黒の童形仏とその周辺｣1

9月19日(土)岩田茂樹(奈良国立博物剱上席研究員)

時間I:午後1時30分～午後3時{午後1時に開場し､入場券を配付します}

会場;当館講堂

忽定員:各194名(先着順)ｏ聴講無料

※ただ.し､入埋の際には､本展の観覧券もしくはその半券､国立博物館ﾊﾞ･ｽﾎﾟｰﾄ笏をご提示ください、

■第44目　奈良国立博物館　夏季講座｢白墨一歴史と美術-｣

日時:8月18日〔央ト20日g＊〕

会場:奈良県文化会館　国際ホールC近鉄奈良訳から植泰釣5分)

Ｃ定員:600名(事前申し込み劃)

il内容｡申し込み方法など一一tま当舘ホームページで。

【観覧料金】

■講演とコンサート　白鳳を五感で感じる

ﾖ珊ご二ご二二ご¨･7

0定員:194

じi

j⊇jJE14EF塁ご棄」ﾃﾞｭｵ「はろばろ」

5ただし､入場の際には､木灰の昿政春もしくはその半券､国立博物臨ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ等をご提示ください｡

■親子鑑賞会

日時:a月25日(火)午後1時sO分～2時15分　会場!当館講堂

講師:岩弁共二(奈良国立博物館学芸郎情報サービス室長)

il解説I終了後は､屋・・を自由に仙賞しながら､朗子謐鴬会Ｓ用のワークシートにJl‘｣組んでいただきます、

応募方法:はがきかファクスに､保護者の氏名(2名まで)と児童の氏名(原則小学生2名まで)と学年、

郵便番号､住所､電話番号を書いて､以下の宛先にお送りください｡応募は1組4名まで。

〒530-B551(住所不要)昧売新聞大阪本社文化草案部『白凰展親子匍賞会丿係

ファクス:06､6366･2a70問い合わせ:06･G366･1843

l貿定曇180名｡傀儡順で受け付け､保鴎－に参加証を湛ります｡応募が定員に11した場合は｡麹切とします.

l價参加児童li無料で展覧会を鑑賞していただljSす｡俣瞳者の方は受付で木屋の観覧郷もしくはその竿縁、

国立博物館パスポート一巻こI掘云ください、

iii参加児童にla粗品をプレーlfントします。

■仏像あたまを作っちやおう！かぶっちやおう！

1枚の祇で作るカプリモノ制作･変身ワークショッブ

日時:8月8日(土)と9日(日)いずれも咀目は午後叫30分~2時30分､2回目U午船酔30分-､4時3Q分

会場:当館地下回廊･

講師:チャッビー岡本(カプリモノ作家)

か参加費無料

応募方法:はがきに､郵ｲ更番号､住所､氏名､参加者の年齢､電話揖号､希望日時(別名日(土)､1回目)を

書いて､以下の宛先にお送りください。

〒544)-0012大阪市中央区谷町3↓18 NH卜くフ･ラネット近畿｢カブリモノワーウショ･yブ｣係

問い合わせ106･945･7101

ll宜員§・20名｡隻迦順で曼lt付け｡応募が定員に遠した場合は､締切とします｡、

111ホ一枝低学年までの児童については俣一考の付藻いが必要です。

■薬師寺憎侶による法要・講話

日時:7j!30日(水)､8月27日(刺､9月10日(木)いず心法要U午後2邸から｡訓話U年勝2la3咄~31S309

会場:法要は展示室内｡訓話は当館講堂

ひ講話は定員194名【先着順】､聴講無料

4圈ただし｡入場の陥には､本晨の観－巻もﾚくはｰその半春､国立博物館パスポート等をご提示ください。

■スタンプラリー

展覧会会期中､白鳳展と､白鳳時代に

スタンプラリーを実施します。

白鳳蔑と2寺院のスタンプを集めればオリジナルの記念品をプレゼント！

詳細は当館ホームベージで。

なら燈花会

日時:8月５日(水)～14日(金)点灯時間:午後7時～9時45分

問い合わせ:0742,21,7515(なら燈花会の会事務局)

奈良国立博物館を含む奈良公園一帯の8つのエリアで約2万本の

ろうそくが灯りの花を咲かせ,古都の夜を幻想的に彩ります。

なら鐙花会ホームページhttp://www.tQtJkaejp/

一般 高校･大学生 小･中学生

当　　　　　　日 1,500円 1,000円 500円

前　　　　　　売 1,300円 800円 300円

団体･サマーレイト 1,200円 700円 300円

ｉ団体は20名以}

吻観覧娶は下ｉの窓ロにて賑売します｡(前売奏の販売は6月1日(月)から7月17日{童3まで､当日●の販売は7月18日(土1

　か59月2S日{水･祝}まで｡3

　当館畦覧券売場､近鉄主要駅､近畿日水ツーリスト､JR重湯ツアーズ､JTB､日本旅行､ローリンチケット(Lコード:

　582633､セブンーイレプン､チケットぴあgpコード:766－ll321､イーブラスなど主要ブレイガイド､コンビニエンスストア

　＊チケットの崩入笥Eこ手数料がかかる鳩舎もあります。

・サマーレイト券は､毎週童麗日と8月5日e冰)-･15日!土1の午後5時から入場できるチケットです｡ll館一驚併売場

　のみで､午鏝5時から販売します｡1

張障害i芭手帳をお持ちの方(介Ｉ看1名を含む)は無料;｡

・なら仏僅館は改修工事のため休館しています｡嗇銅器館は無料開館しています。

7月中は各日先着50名様に本屋オリジナルのポストカードをプレゼント！

巡る

　　、　　近鉄奈良駅下車徒歩約15分､またはJR奈良駅･近鉄奈良駅から|交通案内|市内循環バス(外回り)｢氷室神社･国立博物館｣下車すぐ

こず
Ｔま

/●　三条適

委

寺

一
春
日
大
社

(鼎心奈良国立博物館
つ厄ｸ　NaraNationaIMuseum
〒630-8213奈良市翌大路町50{奈良公園内j NTTハローダ･rtフル050-5S2-S5吠}

奈良国立博物巽ホームページ
(ＰＣ用)http://www..netま政u.尽o.Jp/ {拷荼用}

奈良国立博物館は日本の心をつないできました。

明治28年(1895年)､廃仏殿釈によって荒廃･散逸する文化財を守るため､古都･

奈良に仏教美術の専門館が生まれました｡東京国立博物館に次ぐ､日本で2番目C. I

古い博物館です｡開館よりこれまでに2千万人を超える人々が訪れました。

■開館120年記念展示

当館地下図廊にて､翻館から120年の歴史をふりかえるパネル展示を行います、

会期;7月18日(土)～9月23日(水･祝)

■DaiwaSakuraAidpresents
rDEPAPEPE雨男vs野外シリーズ2015」
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